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 最低限の安全の検証とは，下記項目に関する安全性の検証と
する．ステージゲート審査では、試験結果やリスクアセスメン
ト結果などを用いて検証結果を示すものとする． 

 

 ● 電気的安全性 

  （感電保護性能試験、EMC試験など） 

 ● 機械的な静的強度 

  （想定される負荷で主要フレーム部分が壊れないかなど） 

 ● 機械的な静的安定性 

  （想定される力で倒れないかなど）  

 
  「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）研究基本計画 

  （経済産業省 製造産業局 産業機械課 平成２６年３月）」からの引用  
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  実証試験の前に，機器側で確保された 

「最低限の安全」が満足しているかを確認 

 

  認証の付与や安全性を保障するものではないため， 

 実証試験は，各社で十分な安全対策が必要 

 

  開発のための試験ではないため， 

 検証に耐えうる事前の対策が必要 

 

  第三者試験機関による実施，または 

 基準策定・評価コンソーシアム（以下、基準コンソ） 

 等の中立機関の立会いの下実施  
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過去の事故事例（NITE） 

 ISO13482 による危険源 

 RAのうち特にリスクが高い危険源 

関連する類似機器の規格 

ロボットのリスクに対する保護方策 

検証項目の策定 

危険源の抽出 



関連する類似機器の規格 

電磁両立性 

電気安全 

電波法，電波防護指針， 

 電気用品安全法 

ロボットのリスクに 

 対する保護方策 
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「●」原則として機器側で安全を確保 

「△」運用による安全確保を許容 

（）内の方法で確認 
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実証試験時の基準 製品時の基準 
（該当規格が無い場合） 
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別添2 電気安全の基準

最低限の安全 製品時のレベル

対象 規格

該当する規格がない場合
家庭用電気機器安全規格JIS C9335-1及び

低圧電気設備（感電保護）規格 JIS
C60634-4-41準拠で行うが、一部緩和してい

る。

該当する規格がない場合
家庭用電気機器安全規格JIS C9335-1及び

低圧電気設備（感電保護）規格 JIS
C60634-4-42準拠で行う。

感電
JIS C 60364-4-41及

び C9335-1

充電部及び露出導電部（故障により充電可
能性のある金属部等）に直径12mmテスト
フィンガーB(JIS C0922)を1N以下の力で接
触させて、絶縁状態であるか、接地状態（シ
ステムアースの場合）であるか、もしくは
AC25V(実効値)又はDC60V(リップルなし)以
下であること（人体接触面積が50×50mm以
上か湿潤環境下ではAC6V又はDC15V）を
検査する。

左記の最低限の安全に以下を追加

追加1：エンクロージャー、バリア等の上面の
み直径1mm検査プローブD(JIS C0922)によ
り検査する。
追加2：露出導電部が保護インピーダンス接
続の場合、漏えい電流測定を実施
（IEC60990)

温度上昇 JIS C9335-1 要求しない 機器の部位、部品毎の許容値以内

耐電圧 JIS C9335-1 要求しない 絶縁方式による

漏えい電流 JIS C9335-1 要求しない 感電保護クラスによる

耐湿性 JIS C9335-1 要求しない 指定IPコードによる（JIS C0920準拠）

過負荷 JIS C9335-1 要求しない

過負荷運転に対する温度上昇許容値（対象
部品による）
＊電子回路の単一故障はFMEA等の解析結
果も可
＊EMC関連試験は別紙1による

＊機械的、
構造に関す
る試験は含
めず

実証試験時の基準 製品時の基準 
（該当規格が無い場合） 
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電波法，電波防護指針及び電気用品安全法の確認 

 電波法及び電波防護指針，電気用品安全法に適
合した部品等を適正に使用していることを確認． 
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関連する類似機器の規格 

電磁両立性 

電気安全 

電波法，電波防護指針， 

 電気用品安全法 

ロボットのリスクに 

 対する保護方策 
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危険源 保護方策 確認内容 

既存の福祉用具の規格でカバーされない項目を確認 

 ISO13482 による危険源 

 RAのうち特にリスクが高い危険源 
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